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＜要 旨＞ 

 日本では平均寿命が延伸し、高齢者の身体的健康も時代につれて向上していることが知られてい

る。一方で、高齢者においてウェルビーイングが時代につれてどのように変化しているかは十分に

検討されていない。本研究では、日本の高齢者におけるウェルビーイングの時代的変化を明らかに

するために、時間横断的メタ分析を試みた。2021 年までに刊行された査読誌に掲載された論文を

対象とした。文献検索の結果として、PubMed で 989 件、PsycInfo で 1,839 件、Web of Science で

963 件の文献を収集した。重複を除き、2,866 件の文献を収集した。2 段階のスクリーニングを実施

し、156 件の文献を選定した。現在、コーディングを実施中である。今後、コーディングを終え、

日本の高齢者におけるウェルビーイングの平均値が調査実施年とどのように関連するかをメタ分

析によって検討する計画である。日本の高齢者におけるウェルビーイングの時代的変化を明らかに

することで、高齢化に対応してきた日本の政策の成否を評価するための知見が得られるだろう。 
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【はじめに】 

 現在、教育、医療、福祉、経済といった多様な

分野での実践と政策において、ウェルビーイング

(well-being)が重視されつつある。とりわけ医療と

福祉においては、健康は、単純に病気や障害がな

いことを意味せず、身体的、心理的、社会的に良

好な状態と定義され(World Health Organization, 

1948)、ウェルビーイングの重要性が 20 世紀半ば

から認識されてきた。 

ウェルビーイングへの社会的関心が高まるに

つれて、心理学では、心理的に良好な状態がウェ

ルビーイングと定義され、高齢者におけるウェル

ビーイングが、他の年齢層に先駆けて、測定され

てきた (Havighurst, 1961; Neugarten et al., 

1961; 古谷野, 1981; 古谷野他, 1989)。その後、

人生満足感、ポジティブ感情、ネガティブ感情の

3 つの要素から成る主観的幸福感 (subjective 

well-being)という概念が提案されると(Diener, 

1984)、若年者を含む幅広い年齢層におけるウェ

ルビーイングに関する実証知見が蓄積されてき

た。 

ウェルビーイングが社会的にも学術的にも重

視されてきた一方、先行研究はウェルビーイング

がむしろ低下していることを示唆してきた。自尊

感情、抑うつ気分、不安などのウェルビーイング

に関する研究では、過去数十年にわたり、若年者

においてウェルビーイングが低下しているとい

う時代的変化がアメリカ、中国、日本で報告され

ている (Gentile et al., 2010; 小塩他 , 2014; 

Twenge & Campbell, 2001; S. Xin et al., 2023; Z. 

Xin et al., 2010)。しかし、高齢者におけるウェル

ビーイングの時代的変化については十分に検討
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されていない。日本の高齢者では、歩行速度や握

力と言いた身体的健康が向上するという時代的

変化が報告されている一方(Ouchi et al., 2017; 

Suzuki et al., 2021)、ウェルビーイングの時代的

変化に関して明確な傾向を導き出すことができ

ていない(小塩他, 2014)。日本の高齢者におけるウ

ェルビーイングが歴史的に悪化する傾向にある

か、向上する傾向にあるかを検証することで、高

齢化という社会的課題に対応してきた日本の政

策の成否を評価するための知見が得られるだろ

う。 

 

目的 

 先行研究における限界を解決するため、本研究

では、日本の高齢者におけるウェルビーイングの

時 代 的 変 化 を 時 間 横 断 的 メ タ 分 析 (cross-

temporal meta-analysis)という方法を用いて検

討することを目的とする。 

 時間横断的メタ分析とは、心理学的概念の時代

的変化を検討する方法の一つである。この方法で

は、過去に出版された文献から平均値などの統計

量を抽出し、データが収集された調査実施年ごと

に統合することで、ある心理や行動の平均値と調

査実施年の関連を検討する。たとえば、Yu et al. 

(2016)は、ウェルビーイングを測定する特定の尺

度を用いて、60 歳以上を対象にし、1990 年から

2010 年までに出版された 61 本の論文を収集する

ことで、ウェルビーイングの平均値と調査実施年

の関連を検討した。その結果として、負の相関を

報告し、より最近の世代ほど平均的にはウェルビ

ーイングが低下するという時代的変化が認めら

れた。さらに、Yu et al. (2016)は、ウェルビーイ

ングの各調査実施年の平均値がマクロレベルの

要因(たとえば、都市化、ジニ係数、医療費、出生

率)と関連していることを報告し、都市化が進行し、

医療費が増加すると、ウェルビーイングが低いと

いう関連が示唆されている。ただし、ウェルビー

イングのミクロレベルの要因(たとえば、社会経済

的地位、社会関係、身体的健康)が時代によって異

なるかは未検証だった。 

 本研究でも、先行研究と同様に時間横断的メタ

分析を用いることで、日本の高齢者におけるウェ

ルビーイングの時代的変化を明らかにするとと

もに、その時代的変化に関連するマクロレベルお

よびミクロレベルの要因を検討することが可能

になるだろう。 

 

【方法】 

 本研究は事前登録を行った上で実施した。事前

登録の詳細は https://osf.io/sxwve に記載した。 

 

文献検索 

オンラインデータベース (DiaL、CiNii、J-

STAGE、PubMed、PsycInfo、および Web of 

Science)を用いて文献検索を行った。本研究では、

主観的幸福感の概念枠組み(Diener, 1984)を踏ま

えて、人生満足感とポジティブ感情といったウェ

ルビーイングのポジティブな感情的要素に着目

し、文献を検索する際の検索式を、("well-being," 

"happiness," "life satisfaction," "morale," 
"positive affect," "positive mood," or "positive 

feeling*"), ("age," "aging," "ageing," "elderly," 

"old," or "older"), and "Japan*"とした。英語と日

本語で書かれた文献を検索するため、“日本”とい

う語を除いて、英語を日本語に翻訳し、2021 年 12

月に文献検索を行った。 

 

適格基準および除外基準 
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高齢者のウェルビーイングの関連要因を検討

した既存のメタ分析を参考に (Pinquart & 

Sörensen, 2000)、以下の基準にあてはまる研究を

分析対象とした。その基準は、(1)60 歳以上の日本

人が対象者に含まれており、サンプルの平均年齢

が 55 歳以上である、(2)相関係数、もしくは、相

関係数に変換できる統計量(たとえば、各群のサン

プルサイズ、平均値、標準偏差)が報告されている、

(3)論文が英語または日本語で記されている、(4)

査読付論文である、であった。 

また、以下の基準にあてはまる研究は分析対象

から除いた。その基準は、(5)対象者の年齢が報告

されていない、(6)妥当性や信頼性が確認されてい

ない尺度を用いている、(7)病理的な精神的健康

(例：抑うつ気分、健康関連 QOL)やウェルビーイ

ングの認知的要素(例：自尊感情、生きがい)が測定

されている、(8)相関係数、もしくは、相関係数に

変換できる統計量が報告されていない、(9)学会発

表抄録や書籍など、査読付論文ではない、であっ

た。 

 

コーディング 

表 1 に示したように、出版年、言語、調査実施

年、調査名、サンプルサイズ、平均年齢、年齢群

(65 歳まで、65 歳から 75 歳、75 歳から 85 歳、

85 歳以上)、性別の割合、居住地(地域か施設か)、

抽出手続き(無作為抽出か有意抽出か)、研究デザ

イン(横断研究か縦断研究か)、データ収集法(郵送

調査か面接調査か)、相関係数もしくは相関係数に

変換できる統計量、ウェルビーイングの尺度、関

連要因の種類(社会経済的要因、社会的要因、身体

的要因など)などをコーディングした。 

 

【結果と考察】 

 日本語データベースのうち、DiaL は、検索可能

なキーワードの数に制限があった。また、CiNii、

J-STAGE は、要約が登録されていないといった

情報の精度に問題があった。そのため、日本語デ

ータベースは使用しなかった。 

 図 1 に、文献選定のプロセスを示した。文献検

索の結果として、PubMed で 989 件、PsycInfo で

1,839 件、Web of Science で 963 件の文献を収集

した。重複を除き、2,866 件の文献を収集した。 

 次に、独立した評定者 2 名がタイトルと要約を

確認する 1次スクリーニングを行った。その結果、

1,468 件の文献が抽出された。続いて、独立した

評定者 2 名が本文を確認する 2 次スクリーニング

を行った。その結果、156 件の文献が抽出された。

現在、独立した評定者 2 名が本文から情報を抽出

するコーディングを行っている。出版年について

は、文献収集時に確認しており、156 件の文献が

1990 年から 2020 年までの 30 年間に出版されて

いた。 

 なお、コーディングにおいて、研究者らが協議

し、除外基準を再検討したため、最終的にメタ分

析の対象となる文献数は変わる予定である。協議

の結果、除外基準として、ウェルビーイング間の

相関係数のみが報告されていることを加えた。具

体的には、ウェルビーイング尺度の開発を目的と

した論文において、併存的妥当性の指標として、

既存のウェルビーイング尺度との相関係数を報

告されることがあるが、こうした論文は除外する

ことにした。 

 

限界と展望 

 本研究の限界として、まず、当初の計画を変更

し、日本語データベースを使用しなかったことが

挙げられる。英語データベースに登録された日本
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語で出版された文献を網羅的に収集できなかっ

たと考えられる。 

 次に、本研究では、ウェルビーイングの感情的

要素に着目した。しかし、ウェルビーイングは多

様な要素から成る概念であり、要素によって関連

要因や時代的変化が異なるかもしれない。 

 さらに、対象文献を査読付論文としたことで、

統計的に有意ではない結果が公表されにくいと

いう出版バイアスの影響を受ける可能性がある。

最終的な分析では、出版バイアスが生じているか

確認する必要があるだろう。 

 最後に、当初の計画よりも、評定者と従事時間

が少なかったこと、コーディングを実施中に除外

基準を再検討したことにより、文献の 2 次スクリ

ーニングとコーディングに時間を要した。今後、

コーディングを終えた後、メタ分析を実施し、成

果公表を行う計画である。その結果として、過去

数十年間にわたる日本の高齢者のウェルビーイ

ングの時代的変化を明らかにできるだろう。さら

に、その時代的変化に関連するマクロレベルおよ

びミクロレベルの要因を検討できれば、実践と政

策へのより具体的な示唆が得られることが期待

される。 
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図 1 文献選定のフロー 
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コーディング項目 選択肢など 

論文 ID  

研究 ID  

効果量 ID  

第一著者名  

出版年  

言語 英語、日本語 

調査開始年  

調査終了年  

調査の名称(該当する場合のみ)  

サンプルサイズ  

平均年齢  

年齢群 65 歳まで、65 歳から 75 歳、75 歳から 85 歳、85 歳以上 

性別の割合(男性%)  

居住地 地域、施設、その他 

抽出手続き 無作為抽出、有意抽出、その他 

研究デザイン 横断研究、縦断研究、その他 

データ収集法 郵送調査、面接調査、その他 

効果量 相関係数、群間比較、その他 

相関係数(該当する場合のみ)  

尺度の妥当性 検証済、未検証、その他、不明 

尺度の名称 PGC モラール・スケール、生活満足度尺度 K、生活満足度尺度 A、

主観的幸福感尺度(Subjective Happiness Scale)、WHO-5 精神的健康

状態表、1 項目尺度、Positive and Negative Affect Schedule(PANAS)、

感情的 well-being 尺度、その他、不明 

関連要因のカテゴリー 社会経済的要因、身体的要因、社会的要因(量的側面)、社会的要因(質

的側面)、社会的要因(互恵性)、社会的要因(信頼)、社会人口学的要因 

関連要因の内容 自由記述 

表 1 コーディングシート 

注．主なコーディング項目のみを示した。 
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